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経営強化プランの対象期間 令和 6 年度 ～ 令和 9 年度

※プランの最終年度における当該公立病院の機能ごとの病床数
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※プランの最終年度における当該公立病院の機能ごとの病床数

※R8年以降に病床機能の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

地域医療構想等を踏ま
えた当該病院の果たす
べき役割・機能

地域包括ケアシステム
の構築に向けて果たす
べき役割

（その他の内訳及び補足等）

 一本松病院は医療型療養病床（60 床）を有しており、慢性期の長期入院が必要となる患者を受け入
れています。また、県立南宇和病院では急性期、回復期の患者を受け入れ、長期の入院患者は一本松
病院へと転院する流れができており、一本松病院としては現状の体制を維持し、地域の医療需要を満
たすことが果たすべき役割だと考えています。また外来の診療科については、患者の多くが高齢者で
あることから内科を主体とした診療を行います。
 また半島部の無医地区への出張診療（福浦出張所、家串出張所、魚神山出張所）も実施しており、
これも維持し続ける必要があります。

　本町では「高齢者福祉計画、介護保険事業計画」を策定しており、これまで進めてきた介護サービス基盤
の整備、本町の実情に応じた地域包括ケアシステムの更なる深化・推進、介護人材の確保や介護現場の生産
性向上、高齢者の生きがいづくりの強化等を引き続き取り組んでいくこととしています。町立医療施設にお
いては、主に「在宅医療・介護連携の推進」について、行政をはじめ、他の医療機関や介護施設、訪問看護
ステーションなどとの連携をより一層進めることで、包括的かつ継続的な在宅医療・介護を提供する体制づ
くりを進めます。在宅や高齢者施設等からの緊急時の入院要請に応じる役割（バックベッド*）や、在宅介
護が困難となった場合の一時的な入院受入（レスパイト入院*）を通して後方支援の役割を担っていきま
す。
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公立病院経営強化プラン（当該病院の果たすべき役割・機能等）の概要

愛媛県南宇和郡愛南町一本松5056-2

60 0 0 0 60

様式１ 地域医療構想調整会議用



機能分化・連携強化
の取組

医療機能や医療の
質、連携の強化等
に係る数値目標

住民理解のための
取組

※いずれも、経営強化プランに記載予定の内容を記入すること

　経営強化プランは病院ホームページで公表し、改定ある場合はその都度、内容がわかりやすいように掲載
します。また、強化プランの計画策定にあたっては病院内部の意見だけではなく、住民の方が構成員となっ
ている、愛南町病院事業運営懇話会からの意見の聴取や、パブリックコメントの実施を行い、必要に応じて
議会、医師会、関係機関にも情報を発信します。

　地域医療構想（宇和島構想区域）では、療養病床を含む慢性期病床の削減が必要とされていますが、愛南
町内での慢性期病床は一本松病院（60床）のみであり、最大使用病床数も令和３（2021）年度は57床、令和
４（2022）年度53床と入院需要もあること、療養病床を有する他病院との距離が遠距離であること、一人世
帯の患者などの受け入れ、緩和ケア*の実施や看取りなど、地域において必要な機能を有することから、現
状のとおり維持することを基本の方針とします。今後、入院患者数の大幅な減少が続くと見込まれる場合に
は病床数の削減について検討を行います。
　また、愛南町には２つの公立病院があり、二次医療機関を県立南宇和病院が担い、一次医療機関である一
本松病院は、県立南宇和病院で長期入院が必要とされた患者を受け入れすることによって連携を図っていき
ます。

１．医療機能・質に係るもの
出張診療回数（福浦出張所、家串出張所、魚神山出張所）
訪問診療回数（一本松病院、内海診療所）
医療区分２・３割合（４月時点）
２．連携の強化等に係るもの
県立南宇和病院（診療支援回数、宿直回数、日直回数）
医師会（一般内科当直回数、急患コーナー回数）
入院紹介率（一本松病院）、逆紹介件数（一本松病院）


